外来・通所リハ　チームカンファレンス記録
	平成　17年　2月　11日（金）

司会　木村　裕美　　記録者　石亀　沙織
	院 長
	課 長
	外 来

室 長
	通リハ

室 長

	
	
	
	
	


	摩尼
	谷藤
	服部
	下舘
	木村（裕）
	川井
	木村（京）
	江口
	村上
	石亀
	立里
	佐藤
	猿ヶ澤

	年休
	公休
	○
	〇
	○
	○
	欠勤
	○
	○
	○
	〇
	○
	○


出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること
＜連絡事項＞

· 疥癬予防の為、本日深夜帯1：00よりスタッフのロッカー室にバルサンを炊くため、本日の勤務終了後はロッカーの鍵を開けて帰宅すること。ロッカー内の必要な物は各自持ち帰ること。

· 防災委員会より、３月に火災時の避難訓練を行う。日程は未定。出火場所は東病棟Ｃユニット７号室と、北病棟301号室。時間は13：10～13：20で実施。通リハスタッフは病棟内の手伝いの訓練となり、利用者様を避難させる必要はない。避難訓練の前までに、カンファレンスを利用して防災についての勉強会を行う予定。

＜デイケア　グループ分け検討＞

　デイケアは現在25人前後の通所者数で1～2つのプログラムを行っている。利用者様の年齢も10代から60代と幅広く、最近は20～30代の比較的若い年代の方が増えてきている。デイケアを利用する目的も様々であり、通所者全員に合うプログラムを提供することは難しくなっており、利用者様をいくつかのグループに分けそれぞれにあったプログラムを提供することが必要になってきている。

◎どのようなグループ分けをしたら良いか

· 目標別（就労希望者、再発予防、日中の活動場所等）のグループ

→目的別に分けることによって、本人がデイケアを利用する目的が明確になり、デイケアの必要性が認識しやすい。本人のやる気にもつながると思われる。

· 作業能力別のグループ

→能力別に分けることによって、どの作業が得意なのか苦手なのかを判断することが出来る。その方にあった作業が提供でき、作業能力の向上に働きかけやすい。自分にあった作業を行うことで本人の自信にもつながると思われる。

· クラブ活動のような、趣味等が同じ人同士のグループ

→利用者様が自分の興味のあるグループを選択できるので、楽しみながら参加できる。また同じ興味を持った者同士が集まることで交流が広がると思われる。

グループ分けをするに当たって、まず本人の目標や作業能力などを把握しておかなければならない。

また、スタッフ側で分けなければならないグループ（作業能力別グループ等）と、メンバーが選択するグループ（趣味が同じ者同士のグループ等）があると思われる。その為、どのような目的で、どのようなグループに分けるのかを利用者様へ説明しなければならない。グループに分けた場合、そのグループで一週間プログラムを行うのか、プログラム別にそれぞれグループ分けをしたほうがよいのか等、グループに分けたあとのプログラムの行い方も今後考えなければならない。




















































